
連
休
入
り
を
間
近
に
控
え

た
４
月
26
日
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ

交
流
会
代
表
者
会
議
が
開
催

さ
れ
、
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表

者
な
ど
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
会
議
で
は
第
７
回
フ
ェ

ス
タ
の
収
支
報
告
及
び
、
新

年
度
役
員
の
選
出
な
ど
の
協

議
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
今
年

度
の
第
８
回
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
日
を
10
月
11
日
、
12
日
の

２
日
間
と
決
定
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
の
公
開
講
演
を
放

送
大
学
副
学
長
に
依
頼

平
成
26
年
度
の
活
動
計
画

と
し
て
、
第
８
回
の
フ
ェ
ス

タ
に
は
放
送
大
学
の
副
学
長

に
講
演
を
依
頼
す
る
事
を
協

議
し
た
。

新
役
員
選
出

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

代
表
に
嶋
﨑
洋
明
（
未
来
の

会
）
が
留
任
し
た
。

ま
た
、
副
代
表
に
森
岡
加

代
（
放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会
）
・

高
山
和
彦
（
放
送
大
学
熟
年

会
）
・
篠
田
安
彦
（
江
戸
時

代
の
古
文
書
を
読
む
会
）
、

会
計
に
松
井
喜
義
（
健
康
体

操
研
究
会
）
、
会
計
監
査
に

相
川
智
子
（
朗
読
の
会
「
こ

こ
ろ
」
）
の
諸
氏
が
選
出
さ

れ
た
。

一
方
、
事
務
局
で
は
、
事

務
局
長
に
野
呂
生
男
（
サ
ー

ク
ル
お
お
み
や
）
、
事
務
委

員
は
坂
田
友
信
（
放
送
大
学

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）

･

赤
木
美
恵
子
（
放
送
大
学

バ
ラ
ン
ス
体
操

悠
悠
）･

田

口
和
美
（
放
送
大
学
埼
玉
同

窓
会
）
、
相
談
役
に
笹
原
誠

二
（
放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会
）
、

学
生
新
聞
は
編
集
長
に
若
松

豊
（
熟
年
会
、
放
送
大
学

埼
玉
同
窓
会
）
、
編
集
委
員

は
篠
田
安
彦
（
江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会
）･

冬
木

洋
子
（
放
送
大
学
熟
年
会
）

の
諸
氏
を
選
出
し
た
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

平
成
26
年
6
月
4
日
（
水
）

本
部
必
着
で
す
。
忘
れ
ず
に

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

通
信
指
導
の
解
答
を
提
出

し
な
い
と
単
位
認
定
試
験
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

学
習
の
方
法
、
進
め
方
、

卒
業
研
究
、
大
学
院
進
学
な

ど
、
修
学
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
客
員

教
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

希
望
者
は
、
事
前
に
事
務

室
に
備
え
て
あ
る
「
学
習
相

談
申
込
票
」
に
記
入
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
希

望
者
と
教
員
双
方
の
日
程
を

調
整
し
た
う
え
で
、
相
談
日

を
決
定
し
ま
す
。

面
接
授
業
の
追
加
登
録
は
、

空
席
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し

て
最
初
の
開
講
日
の
１
週
間

前
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
空
席
の
あ
る
科
目
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

空
席
状
況
は
、
掲
示
お
よ

び
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ

で
確
認
で
き
ま
す
。

な
お
、
授
業
準
備
の
都
合

上
、
１
週
間
前
ま
で
受
け
付

け
ら
れ
な
い
科
目
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
2
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。

出
願
期
間
は
、
6
月
15
日

（
日
）
か
ら
8
月
31
日
（
日
）

ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
知
人
・
友
人
等

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介

さ
れ
た
方
が
入
学
し
た
場
合
、

薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
、
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら

是
非
、
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

開
催
日

7
月
6
日
（
日
）
19
日
（
土
）

8
月
9
日
（
土
）
17
日
（
日
）

時

間

い
ず
れ
も
14
時
～

内

容

大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談

な
ど次

の
美
術
館
で
は
学
生
証

の
提
示
に
よ
り
、
常
設
展
は

無
料
、
特
別
展
・
企
画
展
は

200
円
程
度
の
割
引
で
利
用
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
有
効
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
国

立
西
洋
美
術
館
（
東
京
）
、

国
立
新
美
術
館
（
東
京
）
、

京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
国

立
国
際
美
術
館
（
大
阪
）
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放送大学
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編集委員会
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学
生
新
聞

第
８
回
フ
ェ
ス
タ
は
10
月
11
・
12
日

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
で
決
定

役
員
選
出
は
嶋
﨑
洋
明
代
表
が
留
任

「
私
の

学
生
生
活
②
」

笹
原
誠
二

放
送
大
学
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
学
ぶ
通

信
教
育
を
主
体
と
す
る
大
学

で
あ
る
が
、
た
だ
単
に
、
こ

れ
ら
の
放
送
媒
体
だ
け
を
対

象
と
す
る
講
義
体
系
だ
け
で

は
な
い
。

放
送
授
業
の
ほ
か
に
、
直

接
、
講
師
や
受
講
す
る
仲
間

と
一
緒
に
学
べ
る
面
接
授
業

が
あ
る
。
こ
の
面
接
を
通
じ

て
、
一
方
方
向
だ
け
で
な
く
、

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
人
間
関
係
を
築
く
こ
と

も
で
き
る
。

ま
た
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

に
は
、
15
団
体
あ
ま
り
の
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
、
そ
の
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
て
、
自
分
が

日
頃
感
じ
て
い
る
勉
強
の
仕

方
、
講
義
内
容
の
不
明
点
や

そ
の
解
決
方
法
の
糸
口
を
ひ

も
解
く
こ
と
も
で
き
る
。
さ

ら
に
学
生
主
催
の
研
修
旅
行

や
講
演
会
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
効
果

を
感
じ
と
れ
る
の
で
な
い
だ

ろ
う
か
。

私
も
入
学
し
て
す
ぐ
に
サ
ー

ク
ル
に
加
入
し
、
そ
の
サ
ー

ク
ル
の
活
動
を
通
じ
て
、
埼

玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
や
同
窓
会

の
一
員
と
し
て
、
仲
間
と
の

交
流
の
輪
を
広
げ
て
き
た
。

自
分
と
同
様
の
環
境
下
に
あ

る
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
、

お
互
い
の
疑
問
や
悩
み
を
話

し
合
い
、
自
分
ひ
と
り
だ
け

と
い
う
孤
独
感
を
癒
す
こ
と

が
で
き
た
し
、
そ
の
結
果
、

自
分
だ
け
の
殻
に
閉
じ
こ
も

る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。サ

ー
ク
ル
活
動
は
こ
の
よ

う
な
効
用
が
あ
り
、
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
く
際
の
強
力

な
味
方
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

学生手帳

前
年
度
に
引
続
き
、
代
表
に

就
任
致
し
ま
し
た
嶋
﨑
洋
明

（
未
来
の
会
）
で
す
。

力
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

前
年
の
燃
焼
不
足
を
補
え
と
の

温
か
い
支
援
と
受
け
取
り
、
更

な
る
発
展
に
寄
与
す
べ
く
全
力

を
傾
注
致
す
所
存
で
す
。

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
事
業

と
し
て
計
画
し
て
い
る
の
は
、

次
の
各
事
業
で
す
。

１
．
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

「
第
８
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」

の
開
催
も
10
月
11
日
（
土
）
12

日
（
日
）
と
決
定
し
ま
し
た
。

本
部
の
副
学
長
の
講
演
も
計

画
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は
、
学
生
が

交
流
す
る
場
所
と
し
て
更
に
親

交
を
深
め
る
催
し
物
な
ど
を
野

呂
事
務
局
長
と
事
務
局
の
ス
タ
ッ

フ
と
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

２
．
学
生
新
聞
の
発
行

「
学
生
新
聞
」
は
若
松
編
集

長
の
も
と
、
篠
田
副
代
表
、
冬

木
編
集
委
員
が
学
習
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
学
習
に
関
す
る
情
報
や

サ
ー
ク
ル
の
情
報
、
学
生
か
ら

の
投
稿
等
を
隔
月
に
発
行
し
て

居
り
ま
す
。

３
．
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と
学

生
と
の
パ
イ
プ
役
に
徹
す
る
所

存
で
、
今
年
も
皆
さ
ん
の
『
居

場
所
』
作
り
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

名
古
屋
駅
か
ら
地
下
鉄
を

乗
り
継
ぎ
、
八
事
駅
の
５
番

出
口
を
出
る
と
そ
こ
は
も
う

中
京
大
学
の
入
り
口
で
あ
る
。

愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー
は
中
京

大
学
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
４
階

に
、
事
務
室
・
視
聴
覚
学
習

室
・
図
書
室
・
掲
示
板
・
会

議
室
・
多
目
的
室
・
学
生
相

談
室
が
あ
り
、
多
目
的
室
は

保
健
室
や
学
習
相
談
、
サ
ー

ク
ル
活
動
等
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
他
、
別
棟
の
３

号
館
５
階
か
ら
は
眼
下
に
尾

張
徳
川
家
ゆ
か
り
の
興
正
寺

が
、
ま
る
で
お
庭
の
よ
う
に

見
え
て
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

と
い
っ
た
風
情
で
あ
る
。

去
る
３
月
８
日
（
土
）
こ

こ
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
初
め
て
の
放
送
大
学
同

窓
会
・
北
陸
・
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

富
山
・
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・

静
岡
・
浜
松
・
三
重
・
愛
知

の
同
窓
会
に
同
窓
会
連
合
会

が
加
わ
っ
て
広
域
か
ら
総
勢

25
名
が
集
結
し
た
。
実
は
こ

の
時
点
で
三
重
は
ま
だ
同
窓

会
が
立
ち
上
が
っ
て
お
ら
ず
、

４
月
６
日
設
立
の
予
定
で
あ
っ

た
。
も
と
も
と
こ
の
地
域
で

大
き
い
愛
知
や
三
重
の
学
習

セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
友
会
が

し
っ
か
り
と
活
動
さ
れ
て
い

て
同
窓
会
は
必
要
な
い
と
い

う
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
。
そ
の

た
め
愛
知
同
窓
会
と
し
て
の

歴
史
は
浅
い
。
し
か
し
、
さ

す
が
愛
知
、
今
回
立
派
に
地

区
交
流
会
を
企
画
さ
れ
、
近

隣
の
三
重
に
も
呼
び
か
け
て

同
窓
会
設
立
に
尽
力
し
て
頂

い
た
。
お
か
げ
で
50
学
習
セ

ン
タ
ー
の
う
ち
、
同
窓
会
の

な
い
学
習
セ
ン
タ
ー
は
２
か

所
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
で
は
各

同
窓
会
の
活
動
報
告
や
意
見

交
換
が
行
な
わ
れ
、
連
合
会

か
ら
は
助
成
金
に
関
わ
る
説

明
等
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

会
議
に
は
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

服
部
重
昭
所
長
、
小
林
事
務

長
、
小
山
係
長
も
出
席
し
て

下
さ
り
、
丁
寧
な
施
設
案
内

ま
で
し
て
頂
く
な
ど
皆
様
の

親
切
な
対
応
に
感
謝
し
つ
つ
、

日
頃
の
学
生
や
同
窓
生
へ
の

親
密
な
接
し
方
の
一
端
を
垣

間
見
た
よ
う
に
感
じ
た
。
交

流
会
は
そ
の
後
場
所
を
移
し

て
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
互

い
の
交
友
を
深
め
た
。

翌
９
日
（
日
）
に
は
名
古

屋
城
の
見
学
が
企
画
さ
れ
て

お
り
、
宿
泊
先
か
ら
徒
歩
で
、

名
古
屋
を
体
感
し
な
が
ら
、

名
古
屋
城
を
目
指
し
た
。
広

い
道
路
や
威
風
堂
々
と
し
た

街
並
み
に
歴
史
を
感
じ
る
と

と
も
に
長
谷
川
同
窓
会
長
を

始
め
と
す
る
愛
知
同
窓
会
の

皆
様
の
お
心
遣
い
を
感
じ
る

時
を
過
ご
し
た
。

こ
の
日
は
丁
度
、
市
民
マ

ラ
ソ
ン
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、

地
域
の
一
体
感
も
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
。

こ
の
中
で
今
、
放
送
大
学

同
窓
会
は
何
を
な
す
べ
き
か

を
再
考
さ
せ
ら
れ
た
愛
知
学

習
セ
ン
タ
ー
訪
問
で
あ
っ
た
。

愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会

会
長

森
岡
加
代

学
習
相
談
を
行
い
ま
す

修
学
上
の
諸
問
題
で

通
信
指
導
の
提
出

期
限
を
忘
れ
ず
に

面
接
授
業
の

追
加
登
録
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
第
２
学
期

学
生
募
集
を
開
始

探
訪
コ
ー
ナ
ー

中京大学４Fに愛知学習センター

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

国
立
美
術
館

キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ

制
度
の
活
用
を

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

７
月
、
８
月
に
開
催

―
生
涯
学
習
奨
励
賞
金
賞
を
受

賞
さ
れ
た
４
名
の
方
々
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
３
名
の

方
か
ら
回
答
を
得
た
。
（
敬
称

略
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

Ｑ
放
送
大
学
に
入
学
し
た
き
っ

か
け
は･･･

岡
里
順
子
＝
50
歳
を
前
に
受
け

た
就
職
試
験
の
面
接
の
際
の

「
短
大
卒
か
！
」
の
一
言
で
、

「
４
年
制
大
卒
」
の
学
歴
が
欲

し
か
っ
た
。
（
後
日
、
４
大
卒

の
方
が
す
ぐ
辞
め
た
の
で
後
釜

に
、
以
後
10
年
余
勤
め
た
）
。

加
治
原
二
仁
＝
美
術
館
で
設
備

管
理
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
職
に
就

い
た
事
が
き
っ
か
け
。
美
術
一

般
に
つ
い
て
基
礎
知
識
を
学
習

し
た
い
と
思
い
、
選
科
に
入
学

し
た
。

山
田
之
人
（
ユ
キ
ト
）
＝
「
定

年
後
は
学
び
直
し
た
い
」
と
考

え
て
い
た
の
で
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義
。

岡
里
＝
基
礎
科
目
「
歴
史
と
人

間
」
（
歴
史
上
の
偉
大
な
人
物

に
触
れ
た
こ
と
で
、
卒
業
研
究

に
繋
が
っ
た
）
。

加
治
原
＝
初
め
て
の
面
接
授
業

で
、
高
齢
者
福
祉
を
受
講
し
て
、

人
間
の
尊
厳
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
、
全
員
の
闊
達
な
議

論
、
折
り
合
い
の
付
け
方
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
こ
れ
が
放

送
大
学
の
面
接
授
業
か
と
、
全

科
生
へ
の
編
入
を
決
意
し
た
。

山
田
＝
平
成
23
年
の
２
学
期
に

受
講
し
た
基
礎
科
目
「
歴
史
と

人
間
08
」
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

岡
里
＝
２
０
０
３
年
の
幕
張
メ
ッ

セ
で
の
卒
業
式
に
、
放
送
大
学

へ
の
入
学
を
希
望
し
た
が
、
交

通
事
故
に
遭
い
入
学
で
き
な
か
っ

た
姉
の
遺
影
を
懐
に
抱
い
て
、

出
席
し
た
こ
と
。

加
治
原
＝
世
田
谷
で
の
物
理
系

の
面
接
授
業
が
行
わ
れ
た
際
、

実
験
が
時
間
切
れ
に
な
っ
て
も
、

納
得
が
い
く
ま
で
実
験
を
続
け

る
女
子
学
生
に
先
生
が
、
「
帰

り
は
ど
う
す
る
の
か
」
と
尋
ね

る
と
、
「
夜
行
バ
ス
で
大
阪
に

帰
り
、
直
接
、
勤
め
に
出
ま
す
」

と
い
う
答
え
だ
っ
た
。
皆
、
感

嘆
し
た
思
い
出
が
あ
る
。

山
田
＝
旧
「
発
達
と
教
育
」
専

攻
に
お
い
て
、
卒
業
研
究
の
テ
ー

マ
「
定
年
後
の
生
涯
学
習
」
を

修
了
し
た
時
。
満
70
歳
だ
っ
た
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

岡
里
＝
隔
日
で
も
よ
い
か
ら
テ

キ
ス
ト
を
開
い
て
、
学
生
の
自

覚
を
。
（
今
の
自
分
自
身
に
言
っ

て
い
る
）
。

・
時
間
を
や
り
繰
り
し
て
学
習

セ
ン
タ
ー
に
登
校
。
（
勉
強
し

て
い
る
学
友
に
刺
激
を
受
け
る
）
。

加
治
原
＝
大
学
通
信
「
オ
ン
エ

ア
」
で
、
当
時
の
放
送
大
学
・

丹
保
学
長
が
巻
頭
言
の
最
後
に

必
ず
書
い
て
お
ら
れ
た
が
、
学

習
は
「Has

te
no
t

,

Rest
n

ot

」
（
急
ぐ
な
、
さ
れ
ど
休
む

な
）
と
い
う
ゲ
ー
テ
の
言
葉
は
、

私
に
と
っ
て
身
近
な
言
葉
に
な
っ

て
い
る
。

山
田
＝
夢
に
向
か
っ
て
、
ま
ず

一
歩
。

Ｑ
今
後
の
目
標

岡
里
＝
脳
力
の
衰
え
が
顕
著
で

あ
る
昨
今
、
進
行
を
遅
ら
せ
る

た
め
に
も
と
勉
学
を
続
け
る
つ

も
り
で
す
。

加
治
原
＝
「
心
理
と
教
育
」
を

受
講
す
る
。

山
田
＝
楽
し
い
学
び
。

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト



★
6
月
19
日
（
木
）

東
京
芸
大
奏
楽
堂
で
の

「
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

昼
食
後

東
京
芸
大
美
術

館
で
の
「
法
隆
寺
展
」

東
京
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に

10
時
集
合

★
7
月
３
日
（
木
）

「
合
宿
旅
行
の
詳
細
確
定
」
、

オ
ペ
ラ
鑑
賞
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

「
ド
ン
・
カ
ル
ロ
」

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

第
１
講
義
室
に

10
時
30
分
集
合

★
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

５
月
22
日
、
６
月
12
日
、

７
月
10
日

第
５
講
義
室
に
て

13
時
～
16
時
30
分

★
体
験
歓
迎

★
毎
週
火
曜
日
に
開
催

６
月
３
日
、
10
日
、

17
日
、
24
日

★
定
例
勉
強
会

５
月
31
日
（
土
）

13
時
～
16
時

６
月
７
日
（
土
）

６
月
14
日
（
土
）

★
定
例
会･

勉
強
会
＝

毎
月
第
２
火
曜
日
13
時
～

６
月
10
日
、
７
月
８
日

７
月
勉
強
会
は･

･
･

「
全
体
話
し
合
い
（
グ
ル
ー

プ
討
議
：
時
事
問
題
な
ど
）
」

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

10
時
15
分
～
15
時
15
分

午
前
中
ワ
ー
ド
、
午
後

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

★
６
月
の
イ
ベ
ン
ト

６
月
12
日

三
浦
半
島
三
崎
漁
港
に
て

海
底
散
策
と
市
場
で
買
い
物

★
毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
よ
り

６
月
の
開
催
日
は･

･･

６
月
３
日
、
10
日
、

17
日
、
24
日

★
第
25
回
定
例
総
会
開
催

平
成
26
年
度
活
動
計
画
、

及
び
収
支
予
算
を
決
定

★
役
員
選
出

会
長
＝
森
岡
加
代
（
留
任
）

★
公
開
講
演
会

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催

開
催
日
＝
６
月
29
日
（
日
）

７
月
13
日
（
日
）

会
場
で
放
送
大
学
叢
書

な
ど
を
販
売

若
葉
が
萌
え
、
風
が
薫
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
新
年

度
を
迎
え
て
学
生
の
皆
さ
ん

も
、
い
よ
い
よ
学
習
が
本
格

化
し
て
き
た
頃
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

32
号
は
、
季
節
を
感
じ
る

爽
や
か
な
紙
面
に
し
て
み
ま

し
た
。
次
号
も
、
皆
さ
ま
か

ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

（
冬
）

第３２号 学 生 新 聞 平成２６年５月２２日2

群
馬
県
富
岡
市
に
あ
る
富

岡
製
糸
場
が
、
世
界
遺
産
登

録
勧
告
の
対
象
に
な
っ
た
と

の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ま
こ
と
に

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

明
治
初
期
、
富
国
強
兵
を

国
是
と
し
た
日
本
は
富
国
の

一
環
と
し
て
、
官
営
の
生
糸

生
産
工
場
の
設
立
を
図
り
、

お
雇
い
外
国
人
に
工
場
建
設
・

技
術
伝
承
を
委
託
し
た
。

生
産
工
場
建
設
の
め
ど
も

つ
き
、
製
糸
技
術
習
得
及
び

地
元
へ
の
普
及
の
基
幹
要
員

と
し
て
、
15
歳
か
ら
25
歳
の

女
子
を
差
し
出
す
よ
う
に
と

お
触
れ
が
あ
り
、
そ
れ
に
応

じ
た
の
は
、
旧
士
族
・
豪
農

等
社
会
の
指
導
的
立
場
に
あ

る
者
で
あ
っ
た
。

例
と
し
て
、
松
代
藩
士
横

田
一
馬
の
次
女
横
田
英
（
以

下
「
英
」
と
表
現
す
る
）
を

挙
げ
る
。
横
田
一
馬
は
（
長

野
県
松
代
町
一
帯
）
12
町
村

の
区
長
を
つ
と
め
る
有
力
者

で
あ
っ
た
が
、
お
触
れ
を
受

け
、
「
天
下
の
お
た
め
と
」

英
を
差
し
出
す
こ
と
と
し
た
。

横
田
一
馬
は
【
能
く
身
を

慎
み
、
国
の
名
家
の
名
を
落

と
さ
ぬ
よ
う
心
を
も
ち
う
る

よ
う
、
入
場
後
は
諸
事
心
を

尽
く
し
て
こ
れ
を
習
い
】
と

娘
を
諭
し
た
。
ま
た
、
英
も

ご
両
親
の
面
子
を
汚
す
こ
と

は
致
し
ま
せ
ん
と
誓
っ
た
。

明
治
6
年
3
月
、
英
を
含
む

16
人
は
松
代
を
出
発
し
、
3

泊
4
日
で
富
岡
に
到
着
し
た
。

16
人
は
、
初
め
て
見
る
巨
大

な
煙
突
と
レ
ン
ガ
の
建
物
に

驚
嘆
し
た
。

工
場
長
へ
の
挨
拶
も
終
わ

り
、
工
女
達
は
宿
舎
へ
入
居

し
た
。
宿
舎
は
無
料
・
食
事

も
無
料
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
師

の
い
る
場
内
診
療
所
で
の
受

診
も
無
料
、
そ
の
う
え
製
糸

技
量
に
応
ず
る
報
酬
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
富
岡
製
糸
場

の
初
期
に
お
い
て
は
、
後
に

喧
伝
さ
れ
た
女
工
哀
史
と
は

無
縁
と
思
わ
れ
る
。

食
事
は
、
朝
食
は
汁
に
漬

け
物
、
昼
食
は
煮
物
、
夕
食

は
干
物
等
、
そ
し
て
1
日
・

15
日
・
28
日
は
赤
の
飯
と
鮭

の
塩
引
き
で
、
こ
れ
が
大
い

に
楽
し
み
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

明
治
6
年
4
月
、
工
女
の

人
員
は
500
人
強
で
、
長
野
県

の
180
人
を
筆
頭
に
、
ほ
ぼ
全

国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
。
し

か
し
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
や
病
気

の
為
、
入
退
場
は
激
し
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
松
代

出
身
工
女
の
製
糸
技
能
は
、

格
段
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
た
。

明
治
6
年
6
月
、
国
家
事

業
の
激
励
の
た
め
、
富
岡
製

糸
場
を
英
照
皇
太
后
及
び
昭

憲
皇
太
后
が
行
啓
さ
れ
た
。

工
場
長
尾
高
氏
、
お
雇
い
外

人
ブ
リ
ュ
ー
ナ
ー
氏
は
申
す

に
及
ば
ず
、
工
女
は
衣
服
を

改
め
お
迎
え
し
た
。
２
０
１

１
年
8
月
下
旬
に
は
、
現
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
が
富
岡
製

糸
場
を
見
学
さ
れ
て
い
る
。

明
治
７
年
7
月

故
郷
松

代
に
製
糸
工
場
が
出
来
る
の

で
、
そ
の
要
員
と
し
て
英
一

同
は
富
岡
製
糸
場
を
辞
し
た
。

彼
女
た
ち
は
最
新
技
術
習
得

者
と
し
て
、
故
郷
に
錦
を
飾
っ

た
の
で
あ
る
。

（
完
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

義
父
の
大
往
生

義
父
が
危
篤
状
態
と
い
う

知
ら
せ
が
入
り
、
新
宿
発
の

夜
行
ハ
イ
ウ
ェ
イ
バ
ス
を
利

用
し
て
、
３
月
31
日
か
ら
４

月
21
日
ま
で
の
間
、
帰
省
し

て
い
た
。
山
陰
の
日
本
海
側
、

島
根
県
浜
田
市
の
山
間
部
で

あ
る
。

結
局
、
山
桜
が
咲
き
、
八

重
桜
が
散
り
終
え
る
ま
で
滞

在
す
る
事
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
私
は
墓
地
掃

除
、
水
路
溝
の
掃
除
や
保
全

の
セ
メ
ン
ト
練
り
、
農
機
具

の
修
理
、
今
は
田
植
機
を
使
っ

て
い
る
の
で
育
苗
器
の
苗
板

に
種
蒔
き
、
庭
の
手
入
れ
、

庭
木
剪
定
と
、
作
業
ば
か
り

を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
年
寄

り
が
健
在
で
注
意
を
す
る
と
、

手
入
れ
も
す
る
の
だ
ろ
う
が
、

喧
し
く
言
う
者
が
居
な
い
と

な
る
と
、
庭
は
荒
れ
放
題
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

私
の
方
は
、
慣
れ
な
い
連
日

の
肉
体
労
働
で
、
体
中
が
筋

肉
痛
に
な
っ
た
。

義
父
は
大
陸
か
ら
帰
還
し

た
傷
痍
軍
人
で
、
右
胸
に
弾

丸
の
破
片
が
残
り
、
そ
の
た

め
右
腕
が
不
自
由
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
農
業
や
山
仕
事
を

し
て
、
義
兄
と
私
の
妻
を
含

め
た
妹
の
三
人
を
育
て
上
げ

た
。
唯
一
の
趣
味
は
農
機
具

を
揃
え
集
め
る
事
だ
っ
た
。

よ
く
も
こ
こ
ま
で
生
き
抜

い
て
来
た
も
の
だ
と
皆
が
話

し
て
い
た
。
大
腿
骨
の
骨
折

で
入
院
し
た
時
も
、
退
院
予

定
日
を
カ
レ
ン
ダ
で
数
え
、

退
院
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

そ
う
だ
。
軍
隊
で
鍛
え
上
げ

ら
れ
た
の
で
、
と
て
も
辛
抱

強
く
、
我
慢
し
て
生
き
抜
い

て
来
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
、

皆
が
言
っ
た
。

親
族
で
親
の
世
代
は
、
未

だ
数
人
が
健
在
で
あ
る
。
決

し
て
奢
る
こ
と
無
く
生
き
た

義
父
の
人
生
だ
っ
た
。
親
の

世
代
に
「
正
し
く
、
し
っ
か

り
や
れ
よ
！
」
と
精
神
的
に

も
押
さ
れ
て
い
る
思
い
が
す

る
の
で
あ
る
。

義
父
、
行
年
九
八
歳
の
大

往
生
で
あ
っ
た
。

水
車
小
屋

昭
和
三
〇
年
代
の
故
郷
に

は
、
小
川
に
藁
葺
き
屋
根
の

水
車
小
屋
が
あ
っ
た
。
遠
く

か
ら
は
ト
ン
、
ト
ン
と
杵
の

音
が
聞
こ
え
て
来
る
。
近
づ

く
と
何
時
の
間
に
か
「
コ
ト

コ
ト
、
コ
ッ
ト
ン
」
の
リ
ズ

ム
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
朝

方
の
ラ
ジ
オ
か
ら
は
、
「
杜

の
水
車
」
の
軽
や
か
な
歌
声

が
流
れ
て
い
た
、
ま
さ
に
歌

詞
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。

水
車
の
臼
で
は
、
穀
物
の

脱
穀
や
粉
を
挽
い
て
い
た
。

そ
ば
殻
の
枕
は
ひ
ん
や
り
し

た
感
触
が
あ
り
、
少
し
ざ
ら

ざ
ら
と
音
が
す
る
が
、
夏
に

は
快
適
な
寝
具
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
ば
殻
を
少
し
含
ん

だ
蕎
麦
粉
は
、
粉
の
温
度
を

上
げ
ず
に
時
間
を
掛
け
て
挽

く
の
で
、
蕎
麦
打
ち
し
た
蕎

麦
に
は
と
て
も
風
味
が
あ
り
、

美
味
し
い
の
で
あ
る
。

周
囲
の
田
畑
が
耕
作
さ
れ

な
く
な
り
杉
の
木
が
植
え
ら

れ
て
四
〇
年
、
今
は
立
派
な

大
木
の
杉
林
に
な
っ
て
い
る
。

猫
の
話

よ
く
猫
は
家
に
居
付
く
と

云
わ
れ
る
が
、
私
が
子
ど
も

の
頃
に
は
、
担
ぎ
屋
の
行
商

の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
子
猫
を
運

ん
で
来
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

猫
の
居
な
い
家
を
見
計
ら
っ

て
、
近
く
に
置
き
猫
を
す
る

の
だ
。

猫
の
鳴
き
声
が
す
る
の
で

探
し
て
み
る
と
、
ス
ク
モ

（
籾
殻
）
の
中
に
居
た
り
、

草
む
ら
の
影
に
う
ず
く
ま
っ

て
居
た
り
し
て
い
た
。
猫
を

運
ぶ
方
法
は
、
巾
着
袋
に
入

れ
て
運
ぶ
の
が
普
通
の
や
り

方
で
あ
っ
た
。
巾
着
袋
は
米

や
小
豆
、
大
豆
を
持
ち
運
ぶ

紐
の
付
い
た
袋
状
の
入
れ
物

だ
。
大
き
い
猫
は
、
何
処
へ

連
れ
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
と

頭
だ
け
を
出
し
て
、
周
囲
を

窺
い
見
回
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
猫
は
、
撫
で
た

り
顎
を
掻
い
て
や
っ
て
足
裏

の
肉
球
を
揉
み
、
猫
じ
ゃ
ら

し
で
遊
ん
で
や
る
の
だ
が
、

口
髭
だ
け
は
触
ら
れ
た
く
な

い
ら
し
い
。

鼠
を
捕
る
と
見
せ
に
持
っ

て
来
る
。
モ
グ
ラ
や
ス
ズ
メ
、

ヘ
ビ
ま
で
持
っ
て
来
る
の
に

は
参
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る

時
、
と
て
も
臭
く
な
っ
て
帰
っ

て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
も

の
凄
い
臭
さ
だ
。

「
此
奴
は
鼬
（
イ
タ
チ
）

を
か
ま
っ
て
返
り
討
ち
に
あ
っ

た
ん
だ
な
」
と
言
っ
て
、
祖

母
が
湯
を
沸
か
し
て
洗
っ
て

や
っ
た
の
だ
っ
た
。

世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
」
②

１
５
０
年
前
の
働
く
女
性
の
物
語荒

川
良
雄

埼
玉
同
窓
会

囲
碁
専
科

行
く
春
や
手
の
ひ
ら
ほ
ど
の
懸
仏

十
詩

病
葉
の
は
ら
り
は
ら
り
と
一
と
日
過
ぐ

安
代

ラ
ン
ド
セ
ル
れ
ん
げ
畑
を
横
切
り
ぬ

保
子

草
笛
や
少
年
の
日
を
惜
し
み
た
る

明
美

摩
り
切
れ
し
ち
ひ
ろ
の
絵
本
広
島
忌

由
美

夕
闇
の
小
さ
き
鐘
の
君
影
草

規
子

母
の
日
の
花
に
も
勝
る
孫
の
顔

智
子

草
笛
や
遠
く
白
馬
の
山
の
形

八
重
子

躑
躅
山
折
々
見
ゆ
る
稲
田
か
な

と
く
江

初
夏
や
ハ
ン
カ
チ
の
花
揺
れ
や
ま
ず

光
娥

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

四
方
山
話

永
見
洋
介

かつての富岡製糸場での作業の様子

山間部の遅い春を彩る桜

最長距離を走る新宿からの夜行バス

現在の富岡製糸場

富岡製糸場の敷地内に今も残る「目標」看板今も工場内に残る沢山の製糸機械

●一般公開講演会
６月２９日（日）

「埼玉の鉄道－鉄道･地域･経済－」

講師 老川慶喜

（立教大学経済学部教授）

７月１３日（日）

「埼玉県の人びとは戦争を

どう支えたのか

－慰問誌「銃後の埼玉」(1940年）

をめぐって－」

講師 一ノ瀬俊也

（埼玉大学教養学部准教授）

時間 各日とも14:00～15:30

予約･問合せ 048-650-2611

埼玉学習センター
からのお知らせ

要予約


